


　

田
原
市
が
平
成
15
年
に
誕
生
し
て
か
ら
、今
年
で
５
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
こ
れ
を
記
念
し

て
、
11
月
３
日（
祝
）、
田
原
文
化
会
館
で
、
市
制
施
行
５
周
年
記
念
式
典
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、市
政
に
対
し
て
特
に
功
績
の
あ
っ
た
方
々
を
表
彰
し
た
ほ
か
、市
民
・

事
業
者
・
行
政
が
一
体
と
な
り
、地
球
温
暖
化
対
策
を
推
進
す
る
た
め
、﹁
地
球
温
暖
化

防
止
都
市
宣
言
﹂を
行
い
ま
し
た
。

　

さ
て
、
市
制
施
行
後
の
５
年
間
、
本
市

の
基
盤
づ
く
り
を
着
実
に
推
進
し
て
き
ま

し
た
。
し
か
し
、
今
日
の
地
方
自
治
体
に

は
、
さ
ら
な
る
自
主
・
自
立
の
行
政
運
営

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
新

田
原
市
誕
生
を
機
と
し
て
、
平
成
18
年
に

第
１
次
田
原
市
総
合
計
画
を
策
定
し
、「
う

る
お
い
と
活
力
の
あ
る
ガ
ー
デ
ン
シ
テ

ィ
」
を
将
来
都
市
像
と
し
て
掲
げ
、
そ
の

実
現
に
向
け
取
り
組
み
を
進
め
ま
し
た
。

　

今
後
も
市
民
の
皆
様
と
共
に
、誇
り
と

自
信
、高
い
志
を
持
っ
て
、市
勢
発
展
を
目

指
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、一
層
の
ご
支

援
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

平
成
15
年
８
月
20
日
の
市
制
施
行
か
ら

早
５
年
、
そ
し
て
平
成
17
年
10
月
に
は
渥

美
半
島
が
一
つ
と
な
り
、
３
年
を
迎
え
ま

し
た
。
こ
の
間
、
多
く
の
市
民
の
皆
様
に

は
多
大
な
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
、
心

か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

◆
平
成
13
年

【
10
月
】
渥
美
郡
３
町
合
併
協
議
会
設
置

◆
平
成
14
年

【
７
月
】
渥
美
郡
３
町
合
併
協
議
会
休
止

【
10
月
】
渥
美
郡
３
町
合
併
協
議
会
廃
止

◆
平
成
15
年

【
２
月
】
田
原
町
・
赤
羽
根
町
合
併
協
議
会
設
置

【
４
月
】
田
原
町
・
赤
羽
根
町
合
併
協
定
調
印
式

【
８
月
】「
田
原
市
」
誕
生
（
田
原
町
と
赤
羽
根

　
　
　

町
が
合
併
）

【
10
月
】
第
１
回
田
原

　
　
　

市
民
ま
つ
り

　
　
　

開
催

◆
平
成
16
年

【
５
月
】
渥
美
町
が
住

　
　
　

民
投
票
に
よ

　
　
　

り
田
原
市
へ

　
　
　

の
編
入
合
併

　
　
　

を
選
択

【
８
月
】
田
原
市
・
渥
美
町
合
併
協
議
会
設
置

【
12
月
】
田
原
市
・
渥
美
町
合
併
協
定
調
印
式

◆
平
成
17
年

【
10
月
】
新
「
田
原
市
」

　
　
　

誕
生
（
田
原

　
　
　

市
と
渥
美
町

　
　
　

が
合
併
）

誇
り
と
自
信
を
持
っ
て

　
　
　

さ
ら
な
る
発
展
を
目
指
す

田原市長

鈴木 克幸

あ

ゆ

み

地球温暖化防止に向けての宣言文を読み上げた
田原中部小学校６年生の３名。左から原

はら

瑞
みず

穂
ほ

さ
ん、長

なが

浜
はま

春
はる

佳
か

さん、鵜
う

飼
かい

樹
みき

人
と

くん。
※地球温暖化防止都市宣言の内容は、12ページ

で紹介しています。 盛大な記念式典の様子

︱﹁
田
原
市
﹂誕
生
か
ら
５
年
︱

田
原
市
制
施
行
５
周
年
記
念
式
典
を

開
催
し
ま
し
た

︱

市制施行５周年。

この５年間を

振り返り、

今後のさらなる

発展を目指します。

平成20年11月15日 　  　　　　　　　　│ 2 │



地
方
自
治
の
進
展
に
寄
与
し
た
方

川
口 

治
吉
（
豊
島
町
）　　
　
　
　

多
田 

辰
郎
（
六
連
町
）

冨
田 

秀
穗
（
大
草
町
）　　
　
　
　

大
塲 

克
男
（
赤
羽
根
町
）

鈴
木 

勘
一
郎
（
赤
羽
根
町
）　　
　

林 

卓
士
（
越
戸
町
）

産
業
経
済
の
発
展
に
寄
与
し
た
方

齋
竹 

敏
一
（
白
谷
町
）　　
　
　
　

近
藤 

淺
之
丞
（
高
松
町
）

民
生
の
安
定
に
尽
力
し
た
方

鈴
木 

德
芳
（
東
赤
石
）　　
　
　
　

千
賀 

葊
次
（
福
江
町
）

小
原 

伯
淳
（
中
山
町
）　　
　
　
　

宮
本 

利
寛
（
福
江
町
）

水
野 

洋
子
（
高
松
町
）　　
　
　
　

渡
邉 

ち
ぐ
さ
（
赤
羽
根
町
）

保
健
衛
生
事
業
に
尽
力
し
た
方

北
山 

郁
子
（
江
比
間
町
）　　
　
　

呉 

盛
豊
（
豊
橋
市
）

花
井 

伸
浩
（
田
原
町
）　　
　
　
　

近
藤 

四
郎
（
田
原
町
）

荒
木 

香
代
子
（
神
戸
町
）　　
　
　

山
本 

健
一
（
田
原
町
）

林 

聰
子
（
田
原
町
）　　
　
　
　
　

佐
野 

弘
之
介
（
田
原
町
）

岩
瀬 

洋
（
田
原
町
）

奇き

特と
く

篤と
っ

行こ
う

者
で
特
に
市
民
の
模
範
と
な
る
方

河
合 

登
（
野
田
町
）

【
10
月
】
市
章
、市
民
憲
章
、市
の
花
（
菜
の
花
）、

　
　
　

市
の
木
（
く
す
の
き
）
を
制
定

　
　
　

国
勢
調
査
実
施
（
人
口
６
万
６
３
９
０

　
　
　

人
、
世
帯
数
２
万
１
７
６
１
世
帯
）

　
　
　

中
国
昆
山
市
と
友
好
都
市
提
携
再
調
印

【
11
月
】
平
成
16
年
農
業
産
出
額
全
国
１
位
（
合   

　
　
　

併
に
よ
り
）

◆
平
成
18
年

【
11
月
】
韓
国
・
ソ
ウ
ル
特
別
市
銅
雀
区
と
姉
妹

　
　
　

都
市
協
定
締
結

【
12
月
】
第
１
次
田
原
市
総
合
計
画
策
定

◆
平
成
19
年

【
１
月
】
市
制
施
行
後
、
初
の
市
議
会
議
員
一
般

　
　
　

選
挙
実
施
（
定
数
30
か
ら
20
へ
）

【
３
月
】
校
区
ま
ち
づ
く
り
推
進
計
画
策
定

【
４
月
】
市
制
施
行
後
、初
の
市
長
選
挙
実
施（
16

　
　
　

年
ぶ
り
の
選
挙
戦
）

【
６
月
】
市
役
所
南
庁
舎
完
成

【
９
月
】
吉
胡
貝
塚
史
跡
公
園
（
シ
ェ
ル
マ
よ
し

　
　
　

ご
）
オ
ー
プ
ン

【
11
月
】
平
成
18
年
農
業
産
出
額
全
国
１
位
（
３

　
　
　

年
連
続
）

◆
平
成
20
年

【
４
月
】
市
民
協
働
ま
ち
づ
く
り
条
例
を
施
行

【
11
月
】
市
制
施
行
５
周
年
記
念
式
典
を
開
催

◆
市
政
功
労
表
彰（
８
名
）

◆
一
般
表
彰（
24
名
）

白井 孝市
（田原町）

大羽 義市
（高松町）

藤城 清志
（白谷町）

原 功一
（福江町）

渡邊 延幸
（高松町）

大羽 敏
（神戸町）

菰田 明夫
（吉胡町）

川口 完一
（田原町）

受
賞
者
の
皆
さ
ん（
敬
称
略
／
順
不
同
）

一般表彰受賞者の皆さん
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広
報
サ
ポ
ー
タ
ー
だ
よ
り

　

私
の
大
好
き
な＂
お
す
す
め
ス
ポ
ッ
ト
＂

▲和の風情あふれる会館内

▲一席３００円
いすに腰掛けていただく
立
りゅうれいせき

礼席です

髙橋昌子

田原市中央図書館は、２００２年８月にオー
プンしました。本の数は、最大３５万冊入る
そうです。DVDやビデオ、CD、雑誌も借りる
ことができ、インターネットも使うことがで
きます。

　

こ
ん
に
ち
は
。広
報
サ
ポ
ー
タ
ー
の
髙
橋
昌し

ょ
う
こ子

で
す
。田
原
市

に
は
観
光
ス
ポ
ッ
ト
を
は
じ
め
、い
ろ
い
ろ
な
施
設
な
ど
、良
い

と
こ
ろ
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。な
か
で
も
今
回
は
、私
の
お
気

に
入
り
の
場
所
と
田
原
福
祉
専
門
学
校
学
園
祭
を
ご
紹
介
し
ま

す
。皆
さ
ん
も
、ぜ
ひ
足
を
運
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。

池ノ原公園の散
策で季節を味わった

後の、おいしいお抹茶と
お菓子は格別！

皆さんもお気軽に立ち寄
ってみてください。

池ノ原会館は、田原福祉専門学校前の池ノ
原公園の一角にあります。私は今、田原福祉
専門学校の選択授業で茶道を受講している
ので、池ノ原会館を利用しています。
私は抹茶が好きなので、友達にも池ノ原会
館の紹介をしたくて、一緒に行ってきまし
た。外観も日本建築の良さがあり、建物の中
も日本の風情があふれていて、とても温か
みがあり癒

いや

されます。

中央図書館

をご紹介します！

池ノ原会館

でお抹茶はいかが？

テスト週間など
に友達と田原文化会館

のフリースペースで、一緒
に勉強しました。中央図書館

と同様によく利用してい
ます。とても充実した

施設です。

●中央図書館☎ 23 局４９４６

●池ノ原会館☎ 23 局２４４６
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＊「
軒の

き
ば
な花
」が
変
身
し
て「
ア
ー
ト
フ
ラ
ワ
ー
」に
！

　　

今
年
の
９
月
６
日（
土
）に
開
催
し
た
、田
原
市
男
女
共
同

参
画
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル「
交
流
広
場
」へ
、「
軒
花
」（
写
真
右
）

で
作
っ
た
ア
ー
ト
フ
ラ
ワ
ー（
写
真
左
）を
、加
治
町
に
お
住

ま
い
の
伊
藤
敬
子
さ
ん
が
出
品
さ
れ
ま
し
た
。作
品
の
前
に

「
祭
り
の
花
の
リ
サ
イ
ク
ル
」と
書
い
て
あ
る
の
を
見
た
方

た
ち
は
、「
え
！
こ
れ
は
、ど
の
よ
う
に
し
て
作
っ
た
の
か
し

ら
？
」と
、思
わ
ず
手
に
触
れ
て
み
た
そ
う
で
す
。

　
「
簡
単
に
で
き
ま
す
よ
。軒
花
の
紙
を
ク
シ
ャ
ク
シ
ャ

と
丸
め
て
、竹
串
や
針
金
に
巻
き
、茎
に
緑
の
紙
を
巻
け

ば
出
来
上
が
り
で
す
。来
年
は
、古
い
花
を
取
っ
て
、新

し
い
花
を
さ
せ
ば
、新
品
で
す
。」と
、伊
藤
さ
ん
は
語
り

ま
す
。「
軒
花
」は
、地
域
で
お
祭
り
の
時
に
配
布
し
て
い

ま
す
が
、祭
り
の
後
、「
可

燃
ご
み
と
し
て
袋
に
入
れ

る
の
は
少
し
か
わ
い
そ
う

だ
し
・・・
」 「
残
し
て
お
い

て
も
ど
う
し
よ
う
も
な
い

し
・・・
」、結
局
は「
可
燃
ご

み
行
き
・・・
」に
な
っ
て
し

ま
い
ま
す
。捨
て
れ
ば
ご

み
、リ
サ
イ
ク
ル
す
れ
ば

ア
ー
ト
フ
ラ
ワ
ー
な
の
で

す
ね
。

中村都
と き こ

祁子

　

私
は
今
、田
原
福
祉
専
門
学
校
に
通
っ
て
い
ま
す
。４
月
の
入
学
式
か

ら
３
月
の
卒
業
式
ま
で
、授
業
や
試
験
は
も
ち
ろ
ん
、い
ろ
い
ろ
な
行

事
が
あ
り
ま
す
。今
回
は
、10
月
17
日
、18
日
に
開
催
し
た﹁
た
っ
ぷ
く
祭

（
学
園
祭
）﹂を
皆
さ
ん

に
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
　
学
生
手
作
り
の＂
た
っ
ぷ
く
祭
＂

学園祭といえば模擬店！！「焼きそば」や「お
だんご」などのメニューは、皆さんに好評で
売り上げ絶好調。子どもたちに人気だったの
は、「水風船つり」などのゲーム。手をマッ
サージする「手浴」は〝たっぷく〟ならでは。
学生が着物でもてなす晴れやかな抹茶席も大
盛況。たくさんのお客さんに来ていただき、
とてもうれしかったです。ありがとうござい
ました。準備から当日まではハードだったけ
ど、その分やり終えた達成感でいっぱいです。

後夜祭では、手作りのハヤシライスなどを
食べ、疲れを癒したところで、演劇や「秋
葉ダンス」を鑑賞しました。疲れを忘れる
くらい大盛り上がりで爆笑！！たっぷく祭
を通して、地域の方々や施設の方々との触
れ合いがたくさんできました♪そして、本
番まで１・２年生で協力し合い、準備して
きたので、これまで以上に仲が深まったと
思っています。（笑顔）

　
学園祭

後夜祭

来年は、私たち1年
生がたっぷくを引っ張っ

て行く番です！皆さんの力を
借りて、たっぷく祭などの行事
を盛り上げていきます。たっぷ

くをこれからもよろしくお
願いします。

市民
発!

２
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校区の特色

　高松校区は渥美半島の南側中央
に位置し、集落は校区の南側を東
西に走る国道42号に沿って、細長
く形成されている。中央から北側
にかけては、温室・ビニールハウス
が建ち並ぶ緑豊かな田園地帯とな
っている。校区内の多くの世帯は、
施設園芸を中心とした農業に従事
している。
　校区の自治組織は、一

い し き

色・西
に し わ き

脇・
中村・谷

や

倉
く ら

・東
ひがしわき

脇・新
あ ら い

井の６組で構
成されており、組長会が事業の企
画立案と執行、区会が審議・議決機
関として設置されている。
　未来を担う子どもたちと、高松
を支えてきたお年寄りという宝を
大切にし、「人と人 人と自然 絆を
育むまちづくり」を将来像として、
校区のまちづくりを進めている。

ふれあい教室に
二人の元世界チャンピオン

　平成20年１月に校区青少年健全
育成会主催による「ふれあい教室」
で、元ＷＢＣ世界スーパーバンタ
ム級チャンピオンの畑中清詞氏を
はじめ、元ＷＢＡ世界ミニマム級
チャンピオンの星野敬太郎氏や現
役のボクサーを招いて、ボクシン

グ講座を開催した。初心者を対象
にした元世界チャンピオンや現役
のプロボクサーによる出前講座
は、異例中の異例とのことだった
が、子どもたちが世界一流のスポ
ーツマンとふれあうことによっ
て、生き方や考え方を学んでほし

いと企画した。
　２人のチャンピオンは、「勉強で
もスポーツでも、自分の好きなこ
とをあきらめないで頑張り続けて
ほしい」と呼びかけた。

駄ボラ吹きと言われようが
豊川用水に生涯をかけた
郷土の偉人「近藤寿市郎」

　渥美半島のみならず、東三河地
域の農業・工業をはじめ、人々の暮
らしや命を支えている豊川用水。
幾度とない干ばつに悩む渥美半
島に豊川の水を引こうと考えた
のが、わが郷土、高松町生まれの

政治家近
こ ん

藤
ど う

寿
じ ゅ

市
い ち

郎
ろ う

（１８７０年～
１９６０年）である。彼は、大正10
年（１９２１年）に視察したジャワ
島の農業水利事業をヒントに、鳳
来寺山に大貯水池を設けて渥美半
島の先端まで水路を引くという計
画を提唱した。あまりにも夢のよ
うな話だったため、「近寿の大ボ
ラ」とも言われたが、実現のため愛
知県議会、帝国議会へと東

と う

奔
ほ ん

西
せ い

走
そ う

した。その甲斐があって、構想から
約50年を経た昭和43年（１９６８
年）、夢の用水は完成した。しかし、
近藤寿市郎は、この完成を見ずに
昭和35年に亡くなった。
　赤羽根文化広場の丘に建てられ
た彼の立像は、豊川用水の流れと
郷土高松を静かに見守っている。

（文：高松校区）

●

校
区
自
己
紹
介
④

【人口】 1,690人（H20.10.31現在）

【世帯】 447世帯（H20.10.31現在）

【面積】 約650ha

【公共施設】 高松保育園・高松小学校・赤羽根文化広場

【史跡】 高松新井化石層

【主な産業】 農業

基 礎 デ ー タ

●近藤寿市郎の立像

●大正池
「渥美半島キラリ100選」にも選ばれた美しい池。

●ふれあい教室

高
松
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自分の気持ちを英語で伝えたい
～レッツゴーショッピング～

　買い物をするスキット（英語での寸劇）を通し
て、英語での会話を練習しています。神戸ドル

（手作り紙幣）を
使って買い物を
することができ
たり、自分の思い
が伝わったりし
たとき、子どもた
ちはとてもいい
顔を見せてくれ
ます。

英語でもっと遊びたい
～「Ｇ

ゴ ー

ｏ　Ｆ
フ ィ ッ シ ュ

ｉｓｈ　ゲーム 」～

　子どもたちが英語に意欲や関心をもつため
に、教材の開発や改善を行ったり、ゲームを取
り入れたりするなど、さまざまな工夫をしてい
ます。英語カルタを使っての「G

ゴ ー

o F
フィッシュ

i s h ゲー
ム」や「W

ホ ワ ッ ツ

hat’s m
ミ ッ シ ン グ

issing ?ゲーム」を授業に取り
入れたところ、「もっとやりたい！」と子どもた
ちは大満足です。今では放課になると、英語コ
ーナーで子どもたちの遊ぶ姿が見られるよう
になりました。

外国の人と友だちになりたい
L

レ ッ ツ

et's E
エ ン ジ ョ イ

njoy E
イ ン グ リ ッ シ ュ

nglish ～あいさつをしよう～

　英語活動の合言葉は「B
ビ ッ グ

IG V
ボ イ ス

OICE（大きな声
で）」、「B

ビ ッ グ

IG S
ス マ イ ル

MILE（笑顔で）」、「E
ア イ

YE C
コ ン タ ク ト

ONTACT
（目を見合って）」、「B

ビ ッ グ

IG A
ア ク シ ョ ン

CTIONS（大きな動作
で）」です。英語活動に歌やゲームを取り入れ、楽し
くわかりやすく学ぶなかで、進んでコミュニケーシ
ョンをとろうとする気持ちが育っています。

●指導課２３局３６７９

▲

英語であいさつできたよ！

▲

「G
ゴ ー

o　F
フィッシュ

ish　ゲーム」をしよう！

▲

神戸ドルの使い方を覚えよう！

G
グ ッ ド

ood　m
モ ー ニ ン グ

orning！
（おはよう！）

　　
　　　　 H

ハ ウ

ow　m
マ ッ チ

uch？
　　（いくら？）

▲

神戸ドルで買い物しよう！
※１ 「G

ゴ ー

o F
フィッシュ

ish ゲーム」・・・カード合わせゲーム。カードがなくな
　　　　　　　　　　　　 ったら勝ち。
※２ 「W

ホ ワ ッ ツ

hat’s m
ミ ッ シ ン グ

issing?ゲーム」・・・隠されたカードを何か当て
　　　　　　　　　　　　　　　　　るゲーム。

※２

※１
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愛
知
県
サ
イ
ク
リ
ン
グ
協
会
主
催
の
、渥
美
半

島
ぐ
る
輪
サ
イ
ク
リ
ン
グ
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

渥
美
半
島
を
自
転
車
で
回
る
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
今

年
で
４
回
目
。天
候
に
も
恵
ま
れ
、約
１
８
０
０
名

の
自
転
車
愛
好
者
た
ち
は
、移
り
ゆ
く
雄
大
な
景

色
を
楽
し
み
な
が
ら
走
っ
て
い
ま
し
た
。

サ
イ
ク
リ
ン
グ
っ
て

気
持
ち
い
い
ね
！

10
月
19
日﹇
日
﹈

▲上り坂にも果敢に挑戦！長く続く上り坂は、かなりハード。

　

伊
良
湖
岬
で
ハ
マ
ユ
ウ
の
植
栽
活
動
を
続
け
て

い
る
渥
美
青
年
経
済
研
究
会
が
、白
谷
海
浜
公
園

で
初
め
て
、地
元
の
子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
ハ
マ

ユ
ウ
の
苗
や
種
を
植
え
ま
し
た
。白
谷
の
海
岸
に

は
咲
い
た
こ
と
の
な
い
ハ
マ
ユ
ウ
。開
花
す
る
よ

う
、み
ん
な
で
見
守
っ
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

咲
か
せ
よ
う

ハ
マ
ユ
ウ
の
花

10
月
16
日﹇
木
﹈

▲順調にいけば花が咲くのは約５年後。きれいな花が咲きますように！

　

第
39
回
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
陸
上
競
技
大

会
の
中
学
３
年
生
女
子
３
０
０
０
ｍ
に
出
場
を
決

め
た
福
江
中
学
校
３
年
生
の
清
田
真ま

お央
さ
ん
が
、

鈴
木
克
幸
田
原
市
長
を
表
敬
訪
問
し
ま
し
た
。清

田
さ
ん
は「
９
分
台
の
記
録
を
出
し
て
予
選
突
破

を
目
指
し
た
い
」と
意
気
込
み
を
語
り
ま
し
た
。

努
力
で
つ
か
ん
だ

全
国
へ
の
切
符

10
月
６
日﹇
月
﹈

▲市長から「自分の力を出し切って」と激励される清田さん（左）。

平成20年11月15日 　  　　　　　　　　│ 8 │



│ 9 │　　　　　　　　　　平成20年11月15日



　（
田
原
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

☎
23
局
０
６
１
０

　
（
０
９
０
）９
１
２
３
局
７
３
７
６　

▼
蔵
王
の
杜
相
談
支
援
事
業
所

　（
田
原
町
西
山
口
）

☎
23
局
７
５
１
１

　
（
０
９
０
）１
４
１
８
局
４
８
８
０　

▼
地
域
生
活
支
援
セ
ン
タ
ーc

コ

ラ

ボ

ollabo
　（
福
江
町
下
地
）

　
（
０
８
０
）
５
１
３
８
局
６
３
２
１

　

年
末
年
始
を
迎
え
る
こ
の
時
期
は
、
最

も
交
通
事
故
が
多
発
す
る
時
期
で
す
。
飲

酒
運
転
を
な
く
し
、
思
い
や
り
あ
る
運
転

で
交
通
事
故
を
な
く
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、

愛
知
県
は
３
年
連
続
で
交
通
事
故
死
者
数

全
国
ワ
ー
ス
ト
１
位
で
す
。
今
年
こ
そ
ワ

ー
ス
ト
１
位
を
返
上
し
ま
し
ょ
う
。

●
重
点
目
標

・
飲
酒
運
転
を
根
絶
し
よ
う

・
高
齢
者
を
交
通
事
故
か
ら
守
ろ
う　

・
夕
暮
れ
時
と
夜
間
の
歩
行
中
・
自
転
車
乗

　

用
中
の
交
通
事
故
を
な
く
そ
う

・
後
部
座
席
を
含
む
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ

　

イ
ル
ド
シ
ー
ト
を
正
し
く
着
用
し
よ
う

　
飲
酒
運
転
　
し
な
い
さ
せ
な
い
　
同
乗
し
な
い

思
い
や
る
　
心
と
マ
ナ
ー
で
　
事
故
防
止

自
転
車
に
　
乗
れ
ば
あ
な
た
も
　
運
転
者

▼
総
務
課

☎
23
局
３
５
０
４　

23
局
０
１
８
０

▼
対
象
＝
乳
幼
児
か
ら
小
中
学
生
ま
で
の

子
ど
も
を
持
つ
保
護
者
／
子
育
て
グ
ル
ー

プ
・
子
育
て
サ
ー
ク
ル
・
家
庭
教
育
に
関

心
が
あ
る
方　

▼
日
時
＝
12
月
６
日
（
土
）

午
後
０
時
30
分
か
ら　

▼
場
所
＝
蒲
郡
市

民
会
館
（
蒲
郡
市
栄
町
）　

▼
内
容
＝
家
庭

教
育
を
考
え
る
学
習
会
、
子
育
て
支
援
を

考
え
る
交
流
会
、
和
太
鼓
集
団
「
志
多
ら
」

に
よ
る
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど　

▼
参
加
料
＝

無
料　

▼
申
し
込
み
＝
電
話
に
て　

▼
そ

の
他
＝
託
児
を
希
望
さ
れ
る
方
は
11
月
25

日
（
火
）
ま
で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
生
涯
学
習
課

☎
23
局
３
５
３
１　

22
局
３
８
１
１

▼
対
象
＝
県
内
在
住
ま
た
は
在
勤
の
勤
労

者
と
そ
の
家
族　

▼
日
時
＝
12
月
８
日

（
月
）
午
後
６
時
30
分
～
８
時　

▼
場
所

＝
ラ
イ
フ
ポ
ー
ト
と
よ
は
し
（
豊
橋
市
神

野
ふ
頭
町
３

－

22
）　

▼
講
師
＝
山
本
コ

ウ
タ
ロ
ー
氏　

▼
内
容
＝
ト
ー
ク
＆
ラ
イ

ブ
「
人
を
愛
し
、
自
然
を
愛
し
、
平
和
を

愛
す
る
」　

▼
定
員
＝
５
０
０
名
（
先
着

順
／
要
整
理
券
）　

▼
参
加
料
＝
無
料

▼
整
理
券
＝
市
役
所
商
工
観
光
課
に
て
配

布
（
1
人
５
枚
ま
で
）　

▼
商
工
観
光
課

☎
23
局
３
５
１
６　

22
局
３
８
１
７

▼
愛
知
県
労
働
協
会
文
化
事
業
課

☎（
０
５
２
）７
３
３
局
６
７
５
３

　
（
０
５
２
）７
３
３
局
６
５
５
４

 　

平
成
20
年
４
月
か
ら
、
田
原
福
祉
セ
ン

タ
ー
１
階
に
、
障
害
が
あ
る
方
や
そ
の
ご

家
族
、関
係
機
関
の
方
の
相
談
窓
口
と
し
て
、

田
原
市
障
害
者
相
談
支
援
総
合
受
付
セ
ン

タ
ー
を
設
置
し
て
い
ま
す
。開
設
時
間
内（
平

日
の
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分
）

は
相
談
支
援
専
門
員
が
常
駐
し
て
い
ま
す

の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
開
設
時
間
内
の
問
合
先

☎
23
局
３
８
１
２
ま
た
は
23
局
３
１
１
０

　

23
局
３
１
１
０

　

shogaisha-sodan@
chorus.ocn.ne.jp

●
開
設
時
間
外
の
問
合
先

　

24
時
間
・
３
６
５
日
対
応
し
て
い
ま
す
。

▼
田
原
市
障
害
者
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー

　（
赤
羽
根
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

☎
45
局
３
８
２
８

　
（
０
９
０
）３
４
８
３
局
２
４
５
２

▼
田
原
市
社
協
相
談
支
援
事
業
所

Hello HelloHello Hello

子
ど
も
に
語
ろ
う
推
進
大
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　

参
加
者

山
本
コ
ウ
タ
ロ
ー
文
化
講
演
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　

参
加
者

年
末
の
交
通
安
全
県
民
運
動

12
月
１
日（
月
）～
10
日（
水
）

田
原
市
障
害
者
相
談
支
援
総
合

受
付
セ
ン
タ
ー
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
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地
域
の
皆
さ
ん
と
防
犯
協
会
や
警
察
が

協
力
し
合
い
、
身
の
回
り
に
危
険
を
及
ぼ

す
犯
罪
を
未
然
に
防
ぐ
活
動
を
行
い
ま

す
。
地
域
ぐ
る
み
で
防
犯
活
動
に
取
り
組

み
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
を
め
ざ
し

ま
し
ょ
う
。

●
重
点
目
標

・
子
ど
も
の
安
全
確
保
お
よ
び
ひ
っ
た
く
り

　
な
ど
街
頭
で
起
き
る
身
近
な
犯
罪
の
防
止

・
住
宅
・
店
舗
等
を
対
象
と
し
た
侵
入
犯
罪

　
の
防
止

・
振
り
込
め
詐
欺
の
被
害
防
止

▼
総
務
課

☎
23
局
３
５
０
４　

23
局
０
１
８
０

　

人
権
は
、
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
の
生
命

や
自
由
・
平
等
を
保
障
し
、
日
常
生
活
を

支
え
て
い
る
大
切
な
権
利
で
す
。

　

日
常
生
活
を
振
り
返
っ
て
、「
他
人
の

権
利
を
侵
し
て
い
る
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う

か
」「
自
分
の
人
権
が
侵
さ
れ
て
い
な
い

だ
ろ
う
か
」
な
ど
、
身
近
な
こ
と
か
ら
人

権
を
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

日
ご
ろ
の
生
活
の
中
で
「
人
権
問
題
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
」
と
感
じ
た
方
や
「
法

律
上
ど
の
よ
う
に
な
る
の
か
」
な
ど
お
困

り
の
方
は
、
お
近
く
の
人
権
擁
護
委
員
ま

た
は
法
務
局
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
名
古
屋
法
務
局
豊
橋
支
局

☎（
０
５
３
２
）54
局
９
２
７
８

　
（
０
５
３
２
）54
局
９
２
８
０

▼
福
祉
課

☎
23
局
３
５
１
２　

23
局
３
５
４
５

　

現
行
の
ア
ナ
ロ
グ
テ
レ
ビ
放
送
は
、
地
上

デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
放
送
へ
の
移
行
に
伴
い
、

２
０
１
１
年
（
平
成
23
年
）
７
月
24
日
で

終
了
し
ま
す
。
そ
の
と
き
ま
で
に
テ
レ
ビ
や

ア
ン
テ
ナ
な
ど
が
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
に

対
応
し
て
い
な
い
場
合
は
、

テ
レ
ビ
が
見
ら
れ
な
く
な

り
ま
す
。
お
早
め
に
ご
準

備
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
地
デ
ジ
の
準
備
っ
て
？

①
ア
ナ
ロ
グ
テ
レ
ビ
に
デ
ジ
タ
ル
チ
ュ
ー

　

ナ
ー
（
ま
た
は
チ
ュ
ー
ナ
ー
内
蔵
録
画

　

機
器
）
を
取
り
付
け
る

②
ア
ン
テ
ナ
や
テ
レ
ビ
を
地
デ
ジ
対
応
の

　

も
の
に
買
い
か
え
る

③
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
会
社
と
デ
ジ
タ
ル
放

　

送
契
約
を
す
る　

な
ど　
　
　

　
＊
地
デ
ジ
に
つ
い
て
の
相
談
受
付
時
間

　

平
日　

午
前
９
時
～
午
後
９
時　
　

　

土
日･

祝
日　

午
前
９
時
～
午
後
６
時

▼
地
デ
ジ
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

☎（
０
５
７
０
）07
局
０
１
０
１

※
つ
な
が
ら
な
い
方
・
IP
電
話
の
方
は

☎（
０
３
）４
３
３
４
局
１
１
１
１

　

現
在
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
初
期
費
用

（
工
事
調
整
費
用
・
加
入
料
等
）
の
２
分

の
１
（
限
度
額
２
万
円
／
適
用
は
１
回
）

を
補
助
し
て
い
ま
す
が
、
平
成
21
年
１
月

末
ま
で
の
加
入
申
し
込
み
（
今
年
度
内
の

工
事
完
了
）
を
も
っ
て
終
了
し
ま
す
。
地

上
デ
ジ
タ
ル
放
送
に
も
対
応
し
て
い
る

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
に
加
入
を
お
考
え
の

方
は
、
お
早
め
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

　

な
お
、
補
助
金
の
申
請
は
ケ
ー
ブ
ル
テ

レ
ビ
事
業
者
（
テ
ィ
ー
ズ
）
が
田
原
市
へ

行
い
ま
す
の
で
、
加
入
申
込
者
本
人
の
手

続
き
は
不
要
で
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
情
報
シ
ス
テ
ム
課

☎
22
局
７
２
０
０
（
情
報
セ
ン
タ
ー
）

　

23
局
２
８
０
８

▼
豊
橋
ケ
ー
ブ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
㈱

　

テ
ィ
ー
ズ
（
田
原
事
務
所
）

☎
24
局
０
４
６
６

　

次
の
方
か
ら
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
ご
厚
意
に
感
謝
し
ま
す
。

▼
10
月
15
日
、
春
夏
秋
冬
叢そ

う
し
ょ書 

代
表 

小

坂
晃
子
様
か
ら
、
小
中
学
校
の
地
域
学
習

の
た
め
春
夏
秋
冬
叢
書
の
書
籍
２
８
７
冊
。

年
末
の
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
県
民
運
動

12
月
１
日（
月
）～
20
日（
土
）

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
加
入
補
助
を

終
了
し
ま
す

人
権
週
間

12
月
４
日（
木
）～
10
日（
水
）

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
の
準
備
を

お
早
め
に

１１月末現在で、田原市に住民登録されている方
には、１２月上旬に案内状をお送りします。成人式
には、田原市出身で市外に住所のある方も参加
できます。希望される方は、１２月１２日（金）までに
生涯学習課へ電話にてお申し込みください。

▼対象＝昭和63年4月2日～平成元年
4月1日生まれの方　 ▼日時＝平成21
年１月11日（日） 午前10時～　 ▼場所
＝田原市総合体育館

●問い合わせ＝生涯学習課☎23局３５３１

平成21年田原市成人式

地
デ
ジ
対
応
を
口
実
に
し
た
“
詐
欺
”
に
ご

注
意
く
だ
さ
い
。
地
デ
ジ
対
応
で
、
テ
レ
ビ

局
や
総
務
省
、
そ
の
関
連
機
関
が
お
金
を
請

求
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
覚
え
の
な
い

請
求
を
受
け
た
と
き
は
、
す
ぐ
に
支
払
わ
ず

警
察
署
な
ど
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
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◉
温
暖
化
防
止
に
向
け
て
⑤

  

11
月
3
日
、
田
原
市
は
、「
地
球
温
暖
化

防
止
都
市
」
を
宣
言
し
ま
し
た
。
こ
れ
か

ら
は
、
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
環
境
に
や

さ
し
い
エ
コ
ラ
イ
フ
を
実
践
す
る
と
と
も

に
、
あ
ら
ゆ
る
活
動
を
通
じ
て
地
球
温
暖

化
対
策
に
努
め
、
豊
か
で
持
続
す
る
ま
ち

づ
く
り
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　

今
回
、
市
民
の
皆
さ
ん
を
代
表
し
て
宣

言
を
し
て
く
れ
た
の
は
田
原
中
部
小
学
校

６
年
生
の
鵜
飼
樹
人
く
ん
、
長
浜
春
佳
さ

ん
、
原
瑞
穂
さ
ん
。
こ
の
３
名
に
、
自
分

が
実
践
し
て
い
き
た
い
エ
コ
ラ
イ
フ
へ
の

取
り
組
み
に

つ
い
て
聞
い

て
み
ま
し
た
。

　

こ
の
都
市
宣
言
を
機
に
、
省
エ
ネ
に
取

り
組
む
皆
さ
ん
の
「
エ
コ
チ
ャ
レ
ン
ジ
宣

言
」
も
募
集
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
田

原
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
エ
コ
エ
ネ
推
進
室

☎
23
局
７
４
０
１　

22
局
３
８
１
７

　

 http://w
w

w
.city.tahara.aichi.jp

鵜飼樹
み き と

人くん
●近くに出かける
時は、自転車や徒
歩で行きます。

長浜春
は る か

佳さん
●使用していない
部屋では、電気の節
約を心がけます。

原 瑞
み ず ほ

穂さん
●買い物へ行く時
は、エコバッグを
持って行きます。

私たちのエコチャレンジ宣言
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▪
地
震
保
険
と
は　

　

地
震
保
険
は
、
地
震
や
津
波
な
ど
、

地
震
が
原
因
で
家
屋
や
家
財
に
損
害
が

生
じ
た
場
合
に
保
険
金
が
支
払
わ
れ
る

地
震
災
害
専
用
の
保
険
で
す
。
火
災
保

険
で
は
、
建
物
・
家
財
の
火
災
な
ど
に

よ
る
損
害
を
補
償
し
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
地
震
に
よ
る
火
災
は
、
火
災
保
険

で
は
補
償
さ
れ
ま
せ
ん
。

▪
火
災
保
険
＋
地
震
保
険　

　

地
震
保
険
は
、
単
独
で
は
契
約
で
き

ま
せ
ん
。
火
災
保
険
と
セ
ッ
ト
で
契
約

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
す
で
に
火
災

保
険
を
契
約
し
て
い
る
場
合
は
、
契
約

期
間
の
途
中
か
ら
で
も
地
震
保
険
を
セ

ッ
ト
し
て
契
約
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

▪
対
象
と
な
る
も
の

　

居
住
用
の
建
物

と
家
財
で
す
。

▪
公
共
性
の
高
い
保
険　

　

地
震
に
よ
る
被
災
者
の
生
活
が
で
き
る

だ
け
早
く
安
定
す
る
よ
う
、
そ
の
手
助
け

を
目
的
に
「
地
震
保
険
に
関
す
る
法
律
」

が
１
９
６
６
年
に
制
定
さ
れ
ま
し
た
。
地

震
保
険
は
こ
の
法
律
に
基
づ
い
て
、
国
と

民
間
の
損
害
保
険
会
社
が
共
同
で
運
営
し

て
い
る
公
共
性
の
高
い
保
険
で
す
。

▪
保
険
契
約
は　

　

地
震
保
険
や
火
災
保
険
の
契
約
は
、
民

間
の
損
害
保
険
会
社
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

▼
防
災
対
策
室
☎
23
局
３
５
４
８

◉銅雀区行政職員研修生の受け入れ

　11月３日（祝）～８日（土）、姉妹都市韓国・ソウル特
別市銅雀区から行政職員４名が田原市を訪れ、市の行
政について学びました。
　この研修は、両都市の交流促進と双方の住民サービ
ス向上を目的に、昨年から実施しています。４回目と
なった今回、研修生の皆さんは、銅雀区で課題となっ
ている子育
て支援や道
路 管 理 、環
境対策など
について研
修を受けま
した。

姉妹都市 韓国・ソウル特別市 銅
ト ン

雀
ジャク

区
ク

との交流
今回は、平成17年に姉妹都市提携を結んだ韓国・ソウル特別市銅雀区との交流をご紹介します。

このコーナーでは、国内外合わせて７つある田原
市の姉妹・友好都市などの情報をお届けします。

▼企画課☎２３局３５０７

　
こ
ん
に
ち
は
、＂
の
り
り
ん
＂で
す
。

　
阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
と
き
、地
震
に
よ
る
家
屋
な
ど
の
被
害
が
火
災
保
険
で

補
償
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、﹁
地
震
保
険
﹂が
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。そ
こ
で
、今
回
は﹁
地
震
保
険
﹂の
こ
と
を
簡
単
に
ご
紹
介
し
ま
す
。

▲日本の行政機関をほうふつとさせる銅雀区庁の様子

銅雀区では区内のほとんどが住宅のため、区民の生活環境

の向上と、福祉・教育の分野に力が注がれています。

▲市長・議長のもとを訪れた研修生の皆さん

研修のほか、互いのまちの情報交換も盛んに行われました。
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ま
ず
は
左
の
写
真
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

福
江
町
の
通
称
〝
城し

ろ
ざ
か坂

〟
に
あ
る
、
土
地

の
段
差
を
支
え
る
擁よ

う
へ
き壁

で
す
。
何
の
変へ

ん
て
つ哲

も
な
い
石
垣
の
よ
う
に
見
え
ま
す
が
、
よ

く
見
て
み
る
と
、
石
と
石
の
す
き
間
が
か

な
り
離
れ
て
い
て
、
普
通
の
石
垣
と
は
違

う
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
ま
た
コ
ン
ク
リ

ー
ト
の
壁
に
石
が
貼
ら
れ
て
い
る
よ
う
に

も
見
え
ま
す
ね
。

　

実
は
こ
の
工
法
は
「
人
造
石
」
工
法
と

呼
ば
れ
る
も
の
で
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト

工
法
が
普
及
す
る
前
の
明
治
10
年
か
ら
昭

和
初
期
ご
ろ
ま
で
大
規
模
な
工
事
に
も
使

わ
れ
て
い
た
工
法
で
す
。
こ
の
工
法
を
開

発
し
た
の
は
、
現
在
の
碧
南
市
で
天
保
11

年
（
１
８
４
０
）
に
左
官
屋
の
三
男
と

し
て
生
ま
れ
た
服は

っ
と
り
ち
ょ
う
し
ち

部
長
七
で
す
。
長
七

は
、
こ
れ
ま
で
土
間
、
水
槽
、
塀
な
ど
の

小
規
模
な
も
の
に
使
わ
れ
て
い
た
〝
た
た

き
〟
を
、
よ
り
良
い
も
の
に
改
良
し
ま
し

た
。
そ
し
て
こ
の
工
法
は
、

皇
居
の
学
問
所
の
土
間
工
事

な
ど
を
施
工
し
た
こ
と
で
、

「
長
七
た
た
き
」
と
し
て
信

頼
を
得
て
い
き
ま
す
。「
人

造
石
」
の
名
は
、
明
治
14
年

（
１
８
８
１
）
の
第
二
回
内

国
勧
業
博
覧
会
の
会
場
で
、

農
商
務
省
か
ら
雇
わ
れ
た
外

人
技
術
者
が
長
七
の
た
た
き

工
事
を
見
て
、「
こ
の
人
造
石
は
何
で
作

っ
て
あ
る
か
」
と
聞
い
た
こ
と
が
き
っ
か

け
の
よ
う
で
す
。
し
か
し
、
今こ

ん
に
ち日

使
わ
れ

て
い
る
、
石
に
似
せ
た
建
築
材
料
の
人
造

石
と
は
違
い
ま
す
。

　

こ
の
「
人
造
石
」
工
法
は
、
明
治
10
年

代
か
ら
30
年
代
に
か
け
、
当
時
は
高
価
だ

っ
た
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
工
法
が
普
及
す

る
ま
で
の
間
、
つ
い
に
は
全
国
各
地
の
港
、

海
岸
の
護
岸
な
ど
の
重
要
な
土
木
工
事
に

応
用
さ
れ
る
ま
で
に
な
り
ま
し
た
。
特
に

強
固
な
も
の
に
し
た
い
時
に
は
、
福
江
町

の
擁
壁
の
よ
う
に
〝
た
た
き
〟
と
石
を
組

み
合
わ
せ
ま
し
た
。
面
白
い
こ
と
に
、
こ

の
人
造
石
の
工
事
は
、
石
垣
の
職
人
で
も
な

く
、
土
木
工
事
会
社
で
も
な
く
、
左
官
屋
が

施
工
し
ま
す
。
と
い
う
の
も
、
人
造
石
工
法

に
応
用
し
た
〝
た
た
き
〟
自
体
が
左
官
屋

の
技
術
だ
か
ら
で
す
。ま
さ
に
こ
の
工
法
は
、

近
代
を
支
え
た
ま
ぼ
ろ
し
の
工
法

「
人じ

ん
ぞ
う
せ
き

造
石
」
の
遺い

こ
う構

西
洋
の
技
術
を
手
本
に
進
ん
で
い
た
明
治

時
代
の
土
木
工
事
に
、
従
来
か
ら
の
日
本
の

技
術
を
活
用
し
た
当
時
の
人
た
ち
の
創
意

と
工
夫
の
結
晶
で
あ
る
と
い
え
ま
す
。

　

素
材
だ
け
を
聞
い
て
い
る
と
「
強
度
に

不
安
が
あ
る
の
で
は
？
」
と
思
う
方
が
い

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
人
造
石
構
造
物

は
１
０
０
年
経
過
し
て
い
る
今
で
も
、
し

っ
か
り
現
役
で
そ
の
機
能
を
果
た
し
て
い

ま
す
。
人
造
石
工
法
の
良
い
と
こ
ろ
は
安

価
な
こ
と
、
そ
し
て
何
よ
り
も
丈
夫
な
と

こ
ろ
で
す
。

　

福
江
町
の
人
造
石
遺
構
は
、
形
の
整
っ

た
花か

こ
う
が
ん

崗
岩
を
使
い
、
見
た
目
も
美
し
く
、

田
原
市
で
確
認
さ
れ
た
中
で
は
一
番
優
れ

た
遺
構
と
言
え
ま
す
。　
　
　
　
（
増
山
）

▲城坂の人造石遺構（福江町）

【
表
紙
の
写
真
】

※〝
た
た
き
〟は
石
灰
と
サ
バ
土（
マ
サ
土
）を
水
で
練

り
、板
・
木
づ
ち
で
叩
き
し
め
て
つ
く
る
技
法
で
す
。

古
い
民
家
の
土
間
、水
槽
、井
戸
枠
な
ど
で
残
っ
て
い

ま
す
。

▲通常の石垣（浦町）

※

▼
今
月
の
表
紙
を
撮
影
し
た

田
原
城
跡
は
、私
の
お
気
に

入
り
ス
ポ
ッ
ト
の
一
つ
で
も

あ
り
ま
す
。春
は
桜
、夏
は
紫あ

じ
さ
い

陽
花
、

秋
は
紅
葉
・・・
。歴
史
や
芸
術
だ
け
で

な
く
、季
節
も
楽
し
め
ま
す
。皆
さ
ん

も
、石
畳
を
ゆ
っ
た
り
と
歩
き
な
が

ら
、城
下
町
５
０
０
年
の
歴
史
を
感

じ
、紅
葉
を
楽
し
ん
で
み
て
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。（
O
）

【
表
紙
の
写
真
】田
原
城
跡（
田
原
市
博
物
館
）

平成20年11月15日 　  　　　　　　　　│ 14 │


